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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　金属細線で構成された電極パターンと、該電極パターンの端部と電気的に接続された電
極端子と、を有する導電シートであって、
　前記電極パターンの透過率が８３％以上であり、前記電極パターンの透過率をａ％と表
したとき、前記電極端子の透過率が（ａ－２０）％以上（ａ－３）％以下である導電シー
ト。
【請求項２】
　金属細線で構成された電極パターンと、該電極パターンの端部と電気的に接続された電
極端子と、を有する導電シートであって、
　前記電極パターンの開口率が９０％以上であり、前記電極パターンの開口率をｂ％と表
したとき、前記電極端子の開口率が（ｂ－２０）％以上（ｂ－０．１）％以下である導電
シート。
【請求項３】
　前記電極端子は金属細線で構成された格子からなるメッシュ形状を含む請求項１又は２
に記載の導電シート。
【請求項４】
　前記金属細線は３０μｍ以下の線幅である請求項３に記載の導電シート。
【請求項５】
　前記金属細線は不透明な材料で構成される請求項３又は４に記載の導電シート。
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【請求項６】
　センシング領域に設けられ、金属細線で構成された電極パターンと、前記センシング領
域の外側に設けられ、該電極パターンの端部と電気的に接続された電極端子と、が設けら
れた導電シートを有するタッチパネルであって、
　前記電極パターンの透過率が８３％以上であり、前記電極パターンの透過率をａ％と表
したとき、前記電極端子の透過率が（ａ－２０）％以上（ａ－３）％以下であるタッチパ
ネル。
【請求項７】
　センシング領域に設けられ、金属細線で構成された電極パターンと、前記センシング領
域の外側に設けられ、該電極パターンの端部と電気的に接続された電極端子と、が設けら
れた導電シートを有するタッチパネルであって、
　前記電極パターンの開口率が９０％以上であり、前記電極パターンの開口率をｂ％と表
したとき、前記電極端子の開口率が（ｂ－２０）％以上（ｂ－０．１）％以下であるタッ
チパネル。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、導電シート及びタッチパネルに関し、例えば、投影型静電容量方式のタッチ
パネルに用いる導電シート及びタッチパネルに関する。
【背景技術】
【０００２】
　金属細線を用いた透明導電膜については、例えば、特許文献１及び２で開示されている
ように、研究が継続されている。
【０００３】
　近時、タッチパネルが注目されている。タッチパネルは、ＰＤＡ（携帯情報端末）や携
帯電話等の小サイズへの適用が主となっているが、パソコン用ディスプレイ等への適用に
よる大サイズ化が進むと考えられる。
【０００４】
　このような将来の動向において、従来の電極は、ＩＴＯ（酸化インジウムスズ）を用い
ている。ＩＴＯは抵抗が大きく、適用サイズが大きくなるにつれて、電極間の電流の伝達
速度が遅くなり、応答速度（指先を接触してからその位置を検出するまでの時間）が遅く
なるという問題がある。
【０００５】
　そこで、金属細線にて構成した電極により、表面抵抗を低下させることが考えられる。
金属細線を電極に用いたタッチパネルとしては、例えば、特許文献３～９が知られている
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】米国特許出願公開第２００４／０２２９０２８号明細書
【特許文献２】国際公開第２００６／００１４６１号パンフレット
【特許文献３】特開平５－２２４８１８号公報
【特許文献４】米国特許第５１１３０４１号明細書
【特許文献５】国際公開第１９９５／２７３３４号パンフレット
【特許文献６】米国特許出願公開第２００４／０２３９６５０号明細書
【特許文献７】米国特許第７２０２８５９号明細書
【特許文献８】国際公開第１９９７／１８５０８号パンフレット
【特許文献９】特開２００３－０９９１８５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００７】
　ところで、タッチパネルのセンシング電極は、少なくともタッチ領域が金属細線で構成
された電極パターンと、電極パターンの端部と電気的に接続された電極端子と、を有する
。電極端子は、高い導電性を備えるために太い端子（ベタ端子）となっている。そのため
、ディスプレイとタッチパネルを組み合わせて作動させる場合には、センシング領域（電
極パターン）では、ディスプレイが発する光を電極端子が遮光するためセンシング領域の
電極端子近傍において暗くなる部分が現れ、ディスプレイが見づらくなることがある。
【０００８】
　本発明はこのような課題を考慮してなされたものであり、センシング領域の電極端子近
傍において視認性を損なわない導電シート及びタッチパネルを提供することを目的とする
。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の導電シートは、金属細線で構成された電極パターンと、該電極パターンの端部
と電気的に接続された電極端子と、を有する導電シートであって、前記電極パターンの透
過率が８３％以上であり、前記電極パターンの透過率をａ％と表したとき、前記電極端子
の透過率が（ａ－２０）％以上（ａ－３）％以下である。
【００１０】
　本発明の別の態様の導電シートは、金属細線で構成された電極パターンと、該電極パタ
ーンの端部と電気的に接続された電極端子と、を有する導電シートであって、前記電極パ
ターンの開口率が９０％以上であり、前記電極パターンの開口率をｂ％と表したとき、前
記電極端子の開口率が（ｂ－２０）％以上（ｂ－０．１）％以下である。
【００１１】
　上記本発明の導電シートは、好ましくは、前記電極端子は金属細線で構成された格子か
らなるメッシュ形状を含み、また金属細線は３０μｍ以下の線幅であり、金属細線は不透
明な材料で構成される。
【００１２】
　本発明のタッチパネルは、センシング領域に設けられ、金属細線で構成された電極パタ
ーンと、前記センシング領域の外側に設けられ、該電極パターンの端部と電気的に接続さ
れた電極端子と、が設けられた導電シートを有するタッチパネルであって、前記電極パタ
ーンの透過率が８３％以上であり、前記電極パターンの透過率をａ％と表したとき、前記
電極端子の透過率が（ａ－２０）％以上（ａ－３）％以下である。
【００１３】
　本発明の別の態様のタッチパネルは、センシング領域に設けられ、金属細線で構成され
た電極パターンと、前記センシング領域の外側に設けられ、該電極パターンの端部と電気
的に接続された電極端子と、が設けられた導電シートを有するタッチパネルであって、前
記電極パターンの開口率が９０％以上であり、前記電極パターンの開口率をｂ％と表した
とき、前記電極端子の開口率が（ｂ－２０）％以上（ｂ－０．１）％以下である。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明の導電シート及びタッチパネルによれば、センシング領域の電極端子近傍におい
て視認性を損なわないようにすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】タッチパネル用導電シートの電極端子の一例を示す平面図。
【図２】タッチパネル用導電シートの電極端子の他の一例を示す平面図。
【図３】タッチパネル用導電シートの電極端子の他の一例を示す平面図。
【図４】タッチパネル用導電シートを一部省略して示す分解斜視図。
【図５】図５（ａ）はタッチパネル用導電シートの一例を一部省略して示す断面図。図４
（ｂ）はタッチパネル用導電シートの他の例を一部省略して示す断面図。
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【図６】図６（ａ）は第１導電シートに形成される第１電極パターンの例を示す平面図。
図５（ｂ）は第２導電シートに形成される第２電極パターンの例を示す平面図。
【図７】第１導電シートと第２導電シートを組み合わせてタッチパネル用導電シートとし
た例を一部省略して示す平面図。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、添付図面に従って本発明の好ましい実施の形態について説明する。本発明は以下
の好ましい実施の形態により説明されるが、本発明の範囲を逸脱することなく、多くの手
法により変更を行うことができ、本実施の形態以外の他の実施の形態を利用することがで
きる。したがって、本発明の範囲内における全ての変更が特許請求の範囲に含まれる。
【００１７】
　以下、本実施形態に係る導電シート及びタッチパネルについて図１～図６を参照しなが
ら説明する。なお、本明細書において数値範囲を示す「～」は、その前後に記載される数
値を下限値及び上限値として含む意味として使用される。
【００１８】
　本実施の形態に係るタッチパネル用の導電シート１０は、図１及び図２に示すように、
金属細線で構成された電極パターン１６Ａ（１６Ｂ）と、電極パターン１６Ａ（１６Ｂ）
の端部と電気的に接続された電極端子６０Ａ（６０Ｂ）と、を有する導電シートシート１
２Ａ（１２Ｂ）であって、電極端子６０Ａ（６０Ｂ）は金属細線で構成された格子６８か
らなるメッシュ形状６６を含むように構成される。
【００１９】
　そして、本実施の形態に係るタッチパネル用の導電シート１０は、図３及び図４（ａ）
に示すように、第１導電シート１２Ａと第２導電シート１２Ｂとが積層されて構成される
。
【００２０】
　第１導電シート１２Ａは、図４及び図６（ａ）に示すように、第１透明基体１４Ａ（図
５（ａ）参照）の一主面上に形成された第１電極パターン１６Ａを有する。第１電極パタ
ーン１６Ａは、金属細線による多数の格子にて構成される。第１電極パターン１６Ａは、
それぞれ第１方向（ｘ方向）に延在し、且つ、第１方向と直交する第２方向（ｙ方向）に
配列された２以上の第１導電パターン１８Ａと、各第１導電パターン１８Ａを電気的に分
離する第１非導電パターン２０Ａとを有する。第１非導電パターン２０Ａには金属細線の
交差点以外に複数の断線部２２Ａが形成される。複数の断線部２２Ａにより各第１導電パ
ターン１８Ａが電気的に分離される。
【００２１】
　第１電極パターン１６Ａを構成する金属細線は３０μｍ以下、好ましくは１５μｍ以下
、さらに好ましくは１０μｍ以下、さらに好ましくは９μｍ以下、さらに好ましくは７μ
ｍ以下の線幅を有する。線幅の下限値は、１μｍが好ましい。なお、第１導電パターン１
８Ａと第１非導電パターン２０Ａとは実質的に同じ線幅を有するが、図６（ａ）では第１
導電パターン１８Ａと第１非導電パターン２０Ａとを明確にするため、第１導電パターン
１８Ａの線幅を太く、第１非導電パターン２０Ａの線幅を細くして誇張して図示している
。第１導電パターン１８Ａの線幅と第１非導電パターン２０Ａの線幅は、同じでもよく、
異なっていてもよい。好ましくは、両者の線幅は同じである。その理由は、線幅が異なる
と視認性が悪化することがあるからである。第１電極パターン１６Ａの金属細線は、金、
銀、銅などの金属材料や金属酸化物等の導電材料で構成され、不透明な導電材料で構成さ
れる。
【００２２】
　第１電極パターン１６Ａは交差する金属細線で構成される複数の格子２４Ａを含んでい
る。格子２４Ａは金属細線で囲まれる開口領域を含んでいる。格子２４Ａは３００μｍ以
上８００μｍ以下、好ましくは４００μｍ以上６００μｍ以下の格子ピッチＰａを有する
。第１導電パターン１８Ａの格子２４Ａと第１非導電パターン２０Ａの格子２４Ａとは実



(5) JP 5748647 B2 2015.7.15

10

20

30

40

50

質的に同じ大きさを有する。
【００２３】
　第１非導電パターン２０Ａの格子２４Ａは金属細線の交差部以外に断線部２２Ａを有す
る。第１非導電パターン２０Ａを構成する全ての格子２４Ａが断線部２２Ａを有する必要
はない。第１非導電パターン２０Ａが、隣り合う第１導電パターン１８Ａ間の電気的な分
離を達成できればよい。断線部２２Ａの長さは、好ましくは、６０μｍ以下である。断線
部２２Ａの長さの下限値は、１０μｍが好ましく、１５μｍがより好ましく、２０μｍが
さらに好ましい。断線部２２Ａの長さの上限値は、５０μｍが好ましく、４０μｍがより
好ましく、３０μｍがさらに好ましい。好ましい範囲としては１０μｍ以上５０μｍ以下
であり、１５μｍ以上３０μｍ以下である。また、断線部２２Ａを形成する範囲について
、例えば、線密度のバラツキで表現することができる。ここで、線密度のバラツキとは単
位小格子中の総細線長のバラツキであり、±（総線長最大値－総線長最小値）／総線長平
均値／２（％）と定義できる。断線部２２Ａを形成する範囲は、好ましくは、綿密度のバ
ラツキで±１５％であり、より好ましくは、±１０％である。
【００２４】
　上述のタッチパネル用導電シート１０では、格子２４Ａは略ひし形の形状を有している
。ここで略ひし形の形状とは、対角線が実質的に直交する平行四辺形を意味する。但し、
その他、多角形状としてもよい。また、一辺の形状を直線状の他、湾曲形状でもよいし、
円弧状にしてもよい。円弧状とする場合は、例えば対向する２辺については、外方に凸の
円弧状とし、他の対向する２辺については、内方に凸の円弧状としてもよい。また、各辺
の形状を、外方に凸の円弧と内方に凸の円弧が連続した波線形状としてもよい。もちろん
、各辺の形状を、サイン曲線にしてもよい。
【００２５】
　各第１導電パターン１８Ａは、第１方向（ｘ方向）に沿って、交互に配置された幅広部
分と幅狭部分とを備えた、いわゆるダイヤモンドパターンである。同様に各第１非導電パ
ターン２０Ａは、第１方向（ｘ方向）に沿って、交互に配置された幅広部分と幅狭部分と
を備えている。第１導電パターン１８Ａの幅広部分と幅狭部分の順序は、第１非導電パタ
ーン２０Ａの幅広部分と幅狭部分の順序と逆になっている。なお、各第１導電パターン１
８Ａは、上記ダイヤモンドパターンに限定されず、所定の幅の帯状の形状（ストライプ形
状）や所定の幅のジグザグ形状などでもよい。パターニングとしては、既存のＩＴＯ透明
導電膜で施されている電極形状が挙げられる。
【００２６】
　各第１導電パターン１８Ａの一方の端部は、第１電極端子６０Ａを介して第１外部配線
６２Ａに電気的に接続される。一方、各第１導電パターン１８Ａの他方の端部は、開放端
となっている。なお、各第１導電パターン１８Ａの他方の端部は、外部配線に電気的に接
続されない以外は一方の端部と同様のパターン形状や端子を有する形状としてもよい。
【００２７】
　第２導電シート１２Ｂは、図４及び図６（ｂ）に示すように、第２透明基体１４Ｂ（図
５（ａ）参照）の一主面上に形成された第２電極パターン１６Ｂを有する。第２電極パタ
ーン１６Ｂは、金属細線による多数の格子にて構成される。第２電極パターン１６Ｂは、
それぞれ第２方向（ｙ方向）に延在し、且つ、第２方向と直交する第１方向（ｘ方向）に
配列された２以上の第２導電パターン１８Ｂと、各第２導電パターン１８Ｂを電気的に分
離する第２非導電パターン２０Ｂとを有する。第２非導電パターン２０Ｂには金属細線の
交差点以外に複数の断線部２２Ｂが形成される。複数の断線部２２Ｂにより各第２導電パ
ターン１８Ｂが電気的に分離される。
【００２８】
　第２電極パターン１６Ｂを構成する金属細線は第１電極パターン１６Ａを構成する金属
細線と実質的に同じ線幅を有する。なお、第２導電パターン１８Ｂと第２非導電パターン
２０Ｂとは実質的に同じ線幅を有するが、図６（ｂ）では第２導電パターン１８Ｂと第２
非導電パターン２０Ｂとを明確にするため、第２導電パターン１８Ｂの線幅を太く、第２
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非導電パターン２０Ｂの線幅を細くして誇張して図示している。第２導電パターン１８Ｂ
の線幅と第２非導電パターン２０Ｂの線幅は、同じでもよく、異なっていてもよい。好ま
しくは、両者の線幅は同じである。その理由は、線幅が異なると視認性が悪化することが
あるからである。
【００２９】
　第２電極パターン１６Ｂの金属細線は、第１電極パターン１６Ａの金属細線と同じ導電
材料で構成される。
【００３０】
　第２電極パターン１６Ｂは交差する金属細線で構成される複数の格子２４Ｂを含んでい
る。格子２４Ｂは金属細線で囲まれる開口領域を含んでいる。格子２４Ｂは３００μｍ以
上８００μｍ以下、好ましくは４００μｍ以上６００μｍ以下の格子ピッチＰｂを有する
。第２導電パターン１８Ｂの格子２４Ｂと第２非導電パターン２０Ｂの格子２４Ｂとは実
質的に同じ大きさを有する。
【００３１】
　第２非導電パターン２０Ｂの格子２４Ｂは金属細線の交差部以外に断線部２２Ｂを有す
る。第２非導電パターン２０Ｂを構成する全ての格子２４Ｂが断線部２２Ｂを有する必要
はない。第２非導電パターン２０Ｂが、隣り合う第２導電パターン１８Ｂ間の電気的な分
離を達成できればよい。断線部２２Ｂの長さは、好ましくは、６０μｍ以下である。断線
部２２Ａの長さの下限値は、１０μｍが好ましく、１５μｍがより好ましく、２０μｍが
さらに好ましい。断線部２２Ａの長さの上限値は、５０μｍが好ましく、４０μｍがより
好ましく、３０μｍがさらに好ましい。好ましい範囲としては１０μｍ以上５０μｍ以下
であり、１５μｍ以上３０μｍ以下である。また、断線部２２Ｂを形成する範囲について
、例えば、線密度のバラツキで表現することができる。ここで、線密度のバラツキとは単
位小格子中の総細線長のバラツキであり、±（総線長最大値－総線長最小値）／総線長平
均値／２（％）と定義できる。断線部２２Ｂを形成する範囲は、好ましくは、綿密度のバ
ラツキで±１５％であり、より好ましくは、±１０％である。
【００３２】
　上述のタッチパネル用導電シート１０では、格子２４Ｂは略ひし形の形状を有している
。ここで略ひし形の形状とは、対角線が実質的に直交する平行四辺形を意味する。但し、
その他、多角形状としてもよい。また、一辺の形状を直線状の他、湾曲形状でもよいし、
円弧状にしてもよい。円弧状とする場合は、例えば対向する２辺については、外方に凸の
円弧状とし、他の対向する２辺については、内方に凸の円弧状としてもよい。また、各辺
の形状を、外方に凸の円弧と内方に凸の円弧が連続した波線形状としてもよい。もちろん
、各辺の形状を、サイン曲線にしてもよい。
【００３３】
　各第２導電パターン１８Ｂは、第２方向（ｙ方向）に沿って、交互に配置された幅広部
分と幅狭部分とを備えている。同様に各第２非導電パターン２０Ｂは、第２方向（ｙ方向
）に沿って、交互に配置された幅広部分と幅狭部分とを備えている。第２導電パターン１
８Ｂの幅広部分と幅狭部分の順序は、第２非導電パターン２０Ｂの幅広部分と幅狭部分の
順序と逆になっている。
【００３４】
　各第２導電パターン１８Ｂの一方の端部は、第２電極端子６０Ｂを介して第２外部配線
６２Ｂに電気的に接続される。一方、各第２導電パターン１８Ｂの他方の端部は、開放端
となっている。
【００３５】
　そして、例えば第２導電シート１２Ｂ上に第１導電シート１２Ａを積層してタッチパネ
ル用導電シート１０としたとき、図７に示すように、第１電極パターン１６Ａと第２電極
パターン１６Ｂとが重なり合わないよう配置される。このとき、第１導電パターン１８Ａ
の幅狭部と第２導電パターン１８Ｂの幅狭部とが対向し、且つ第１導電パターン１８Ａの
幅狭部と第２導電パターン１８Ｂとが交差するように、第１電極パターン１６Ａと第２電
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極パターン１６Ｂとが配置される。この結果、第１電極パターン１６Ａと第２電極パター
ン１６Ｂとにより、組合せパターン７０が形成される。なお、第１電極パターン１６Ａと
第２電極パターン１６Ｂの各線幅は実質的に同じである。また、格子２４Ａと格子２４Ｂ
とは各大きさは実質的に同じである。但し、図６では、第１電極パターン１６Ａと第２電
極パターン１６Ｂとの位置関係を明確にするため、第１電極パターン１６Ａの線幅を第２
電極パターン１６Ｂの線幅より太く表示している。
【００３６】
　組合せパターン７０において、上面視で、格子２４Ａと格子２４Ｂとにより小格子７６
が形成される。つまり、格子２４Ａの交差部が格子２４Ｂの開口領域に配置される。なお
、小格子７６は、格子２４Ａ及び格子２４Ｂの格子ピッチＰａ，Ｐｂの半分の１５０μｍ
以上４００μｍ以下、好ましくは２００μｍ以上３００μｍ以下の格子ピッチＰｓを有す
る。
【００３７】
　第１非導電パターン２０Ａの断線部２２Ａは格子２４Ａの交差部以外に形成され、第２
非導電パターン２０Ｂの断線部２２Ｂは格子２４Ｂの交差部以外に形成される。その結果
、組合せパターン７０において、断線部２２Ａと断線部２２Ｂに起因する視認性の劣化を
防止できる。
【００３８】
　特に、断線部２２Ａに対向する位置に、第２導電パターン１８Ｂの金属細線が配置され
る。また、断線部２２Ｂに対向する位置に、第１導電パターン１８Ａの金属細線が配置さ
れる。第２導電パターン１８Ｂの金属細線が断線部２２Ａをマスクし、第１導電パターン
１８Ａの金属細線が断線部２２Ｂをマスクすることになる。したがって、組合せパターン
７０において、上面視で、断線部２２Ａと断線部２２Ｂとが視認され難くなるので、視認
性を向上することができる。視認性向上を考慮すると、断線部２２Ａの長さと、第２導電
パターン１８Ｂの金属細線の線幅とは、線幅×１＜断線部＜線幅×１０の関係式を満たす
ことが好ましい。同様に、断線部２２Ｂの長さと、第１導電パターン１８Ａの金属細線の
線幅とは、線幅×１＜断線部＜線幅×１０の関係式を満たすことが好ましい。
【００３９】
　そして、このタッチパネル用導電シート１０をタッチパネルとして使用する場合は、第
１導電シート１２Ａ上に保護層（不図示）が形成される。第１導電シート１２Ａの多数の
第１導電パターン１８Ａから導出された第１外部配線６２Ａと、第２導電シート１２Ｂの
多数の第２導電パターン１８Ｂから導出された第２外部配線６２Ｂとが、例えばスキャン
をコントロールするＩＣ回路に接続される。
【００４０】
　タッチパネル用導電シート１０のうち、液晶表示装置の表示画面から外れた外周領域の
面積が極力小さくなるように、好ましくは、第１導電パターン１８Ａと第１外部配線６２
Ａとの各接続部が直線状に配列され、第２導電パターン１８Ｂと第２外部配線６２Ｂとの
各接続部が直線状に配列される。
【００４１】
　指先を保護層上に接触させることで、指先に対向する第１導電パターン１８Ａと第２導
電パターン１８Ｂ間の静電容量が変化する。ＩＣ回路はこの変化量を検出し、この変化量
に基づいて指先の位置を演算する。この演算をそれぞれの第１導電パターン１８Ａと第２
導電パターン１８Ｂとの間にて行う。したがって、同時に２つ以上の指先を接触させても
、各指先の位置を検出することが可能となる。
【００４２】
　このように、タッチパネル用導電シート１０においては、該タッチパネル用導電シート
１０を用いて例えば投影型静電容量方式のタッチパネルに適用した場合に、その表面抵抗
が小さいことから応答速度を速めることができ、タッチパネルの大サイズ化を促進させる
ことができる。
【００４３】
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　しかしながら、従来の金属細線を電極に用いたタッチパネルは、電極端子６０Ａ、６０
Ｂは高い導電性を備えるために太い端子（ベタ端子）となっているため、ディスプレイと
タッチパネルを組み合わせて作動させる場合、タッチパネルのセンシング領域（電極パタ
ーン）では、ディスプレイが発する光を電極端子が遮光するためセンシング領域の電極端
子近傍において暗くなる部分が現れ、その箇所のディスプレイが見づらくなることがある
。
【００４４】
　そこで、本発明は、金属細線で構成された電極パターン１６Ａ（１６Ｂ）と、電極パタ
ーン１６Ａ（１６Ｂ）の端部と電気的に接続された電極端子６０Ａ（６０Ｂ）と、が基体
１４Ａに設けられた上記の導電シート１２Ａ（１２Ｂ）において、電極パターン１６Ａ（
１６Ｂ）の透過率が８３％以上であり、電極パターン１６Ａ（１６Ｂ）の透過率をａ％と
表したとき、電極端子６０Ａ（６０Ｂ）の透過率が（ａ－２０）％以上（ａ－３）％以下
であるようにした。なお、より好ましくは、（ａ－１５）％以上（ａ－３）％以下であり
、さらに好ましくは、（ａ－１０）以上（ａ－３）以下であり、最も好ましくは、（ａ－
５）以上（ａ－３）以下の範囲である。
【００４５】
　また、別の態様として、本発明は、金属細線で構成された電極パターン１６Ａ（１６Ｂ
）と、電極パターン１６Ａ（１６Ｂ）の端部と電気的に接続された電極端子６０Ａ（６０
Ｂ）と、が基体１４Ａに設けられた上記の導電シート１２Ａ（１２Ｂ）において、電極パ
ターン１６Ａ（１６Ｂ）の開口率が９０％以上であり、電極パターン１６Ａ（１６Ｂ）の
開口率をｂ％と表したとき、電極端子６０Ａ（６０Ｂ）の開口率が（ｂ－２０）％以上（
ｂ－０．１）％以下であるようにした。なお、より好ましくは、（ｂ－１０）以上（ｂ－
０．３）以下であり、さらに好ましくは、（ｂ－５）以上（ｂ－０．３）以下の範囲であ
る。
【００４６】
　図１は、電極端子６０Ａ（６０Ｂ）が金属細線で構成された枠形状６４であるものを示
したものである。ここで、電極パターン１６Ａ（１６Ｂ）の細線の線幅をＡ（μｍ）とし
たとき、電極端子６０Ａ（６０Ｂ）の枠形状の線幅Ｂ（μｍ）は、Ｂ≧２Ａ、又は、Ｂ≧
Ａ＋５（μｍ）を満たすことが好ましい。前記電極パターンの細線の線幅ａ（μｍ）は、
３０μｍ以下が好ましい。
【００４７】
　図６のように、電極端子６０Ａ（６０Ｂ）を金属細線で構成された枠形状６４とするこ
とで、電極パターン１６Ａ（１６Ｂ）の透過率が８３％以上であり、電極パターン１６Ａ
（１６Ｂ）の透過率をａ％と表したとき、電極端子６０Ａ（６０Ｂ）の透過率が（ａ－２
０）％以上（ａ－３）％以下であるようにすることができる。
【００４８】
　また、電極端子６０Ａ（６０Ｂ）を金属細線で構成された枠形状６４とすることで、電
極パターン１６Ａ（１６Ｂ）の開口率が９０％以上であり、電極パターン１６Ａ（１６Ｂ
）の開口率をｂ％と表したとき、電極端子６０Ａ（６０Ｂ）の開口率が（ｂ－２０）％以
上（ｂ－０．１）％以下であるようにすることができる。
【００４９】
　したがって、電極端子６０Ａ（６０Ｂ）を金属細線で構成された枠形状６４とすること
で、従来の太い端子（ベタ端子）と異なり、タッチパネルのセンシング領域（電極パター
ン）ではディスプレイが発する光を電極端子が遮光しにくくなるため、センシング領域の
電極端子近傍において暗くなる部分が現れなくなる。したがって、センシング領域の電極
端子近傍において視認性は損なわれない。
【００５０】
　図２は、電極端子６０Ａ（６０Ｂ）が金属細線で構成された格子６８からなるメッシュ
形状６６であるものを示したものである。ここで、電極端子６０Ａ（６０Ｂ）のメッシュ
形状６６のピッチは、電極パターン１６Ａ（１６Ｂ）のピッチよりも密であることが好ま
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しく、電極パターン１６Ａ（１６Ｂ）のピッチの３／４以下がより好ましく、２／３以下
がさらに好ましく、１／２がより好ましい。電極端子のメッシュ形状のピッチを電極パタ
ーンよりも小さくすることで、電極端子の電気特性を向上させることができ、信号検出の
安定性を維持することができる。具体的な電極端子６０Ａ（６０Ｂ）のメッシュ形状６６
のピッチは、５０μｍ以上３００μｍ以下であり、５０μｍ以上２５０μｍ以下がより好
ましい。なお、電極パターン１６Ａ（１６Ｂ）のピッチは、格子２４Ａ（２４Ｂ）の一辺
の長さと略等しい値である。
【００５１】
　図２のように、電極端子６０Ａ（６０Ｂ）を電極端子６０Ａ（６０Ｂ）が金属細線で構
成された格子６８からなるメッシュ形状６６にすることで、電極パターン１６Ａ（１６Ｂ
）の透過率が８３％以上であり、電極パターン１６Ａ（１６Ｂ）の透過率をａ％と表した
とき、電極端子６０Ａ（６０Ｂ）の透過率が（ａ－２０）％以上（ａ－３）％以下である
ようにすることができる。
【００５２】
　また、電極端子６０Ａ（６０Ｂ）を電極端子６０Ａ（６０Ｂ）が金属細線で構成された
格子６８からなるメッシュ形状６６にすることで、電極パターン１６Ａ（１６Ｂ）の開口
率が９０％以上であり、電極パターン１６Ａ（１６Ｂ）の開口率をｂ％と表したとき、電
極端子６０Ａ（６０Ｂ）の開口率が（ｂ－２０）％以上（ｂ－０．１）％以下であるよう
にすることができる。
【００５３】
　したがって、電極端子６０Ａ（６０Ｂ）を金属細線で構成されたメッシュ形状６６とす
ることで、従来の太い端子（ベタ端子）と異なり、タッチパネルのセンシング領域（電極
パターン）ではディスプレイが発する光を電極端子が遮光しにくくなるため、センシング
領域の電極端子近傍において暗くなる部分が現れなくなる。したがって、センシング領域
の電極端子近傍において視認性は損なわれない。
【００５４】
　図３は、電極端子６０Ａ（６０Ｂ）が金属細線で構成された枠形状６４と金属製の細線
で構成された格子６８からなるメッシュ形状６６とからなるものを示したものである。
【００５５】
　図３のように、電極端子６０Ａ（６０Ｂ）が金属細線で構成された枠形状６４と金属製
の細線で構成された格子６８からなるメッシュ形状６６とからなることで、電極パターン
１６Ａ（１６Ｂ）の透過率が８３％以上であり、電極パターン１６Ａ（１６Ｂ）の透過率
をａ％と表したとき、電極端子６０Ａ（６０Ｂ）の透過率が（ａ－２０）％以上（ａ－３
）％以下であるようにすることができる。
【００５６】
　また、電極端子６０Ａ（６０Ｂ）が金属細線で構成された枠形状６４と金属製の細線で
構成された格子６８からなるメッシュ形状６６とからなることで、電極パターン１６Ａ（
１６Ｂ）の開口率が９０％以上であり、電極パターン１６Ａ（１６Ｂ）の開口率をｂ％と
表したとき、電極端子６０Ａ（６０Ｂ）の開口率が（ｂ－２０）％以上（ｂ－０．１）％
以下であるようにすることができる。
【００５７】
　したがって、電極端子６０Ａ（６０Ｂ）が金属細線で構成された枠形状６４と金属製の
細線で構成された格子６８からなるメッシュ形状６６とからなることで、従来の太い端子
（ベタ端子）と異なり、タッチパネルのセンシング領域（電極パターン）ではディスプレ
イが発する光を電極端子が遮光しにくくなるため、センシング領域の電極端子近傍におい
て暗くなる部分が現れなくなる。したがって、センシング領域の電極端子近傍において視
認性は損なわれない。
【００５８】
　なお、図２、図３のメッシュ形状６６は、格子６８は略ひし形の形状を有している。こ
こで略ひし形の形状とは、対角線が実質的に直交する平行四辺形を意味する。但し、その
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他、多角形状としてもよい。また、一辺の形状を直線状の他、湾曲形状でもよいし、円弧
状にしてもよい。円弧状とする場合は、例えば対向する２辺については、外方に凸の円弧
状とし、他の対向する２辺については、内方に凸の円弧状としてもよい。また、各辺の形
状を、外方に凸の円弧と内方に凸の円弧が連続した波線形状としてもよい。もちろん、各
辺の形状を、サイン曲線にしてもよい。
【００５９】
　本発明に係る電極端子６０Ａ（６０Ｂ）において、電極パターンと電気的に接続された
部分と外部配線６２Ａ（６２Ｂ）との間の抵抗は、１～１００Ωの範囲になることが好ま
しい。また、図２、図３のように電極端子６０Ａ（６０Ｂ）がメッシュ形状６６を含む場
合には、電極端子６０Ａ（６０Ｂ）の表面抵抗値は４Ω／ｓｑ.以上８０Ω／ｓｑ.以下の
範囲になることが好ましく、１０Ω／ｓｑ.以上４０Ω／ｓｑ.以下の範囲になることがさ
らに好ましい。
【００６０】
　なお、開口率とは、電極端子６０Ａ（６０Ｂ）の金属細線を除いた透光性部分が全体に
占める割合であり、例えば、線幅１５μｍ、ピッチ３００μｍの正方形の格子６８の開口
率は９０％である。
【００６１】
　上記のとおり、本発明により、センシング領域の電極端子近傍において暗くなる部分が
現れるのを防ぐことができるが、その他の効果として、以下に説明する露光による方法に
より導電シート１２Ａ（１２Ｂ）を製造する場合、センシング領域の電極端子近傍の金属
細線が目的とする線幅よりも太くなってしまうのを防ぐことができるという効果もある。
【００６２】
　従来の電極端子は高い導電性を備えるために太い端子（ベタ端子）となっているため、
露光により電極端子となる部分には大量の光が照射される。電極パターンの線幅は非常に
小さく、その電極端子近傍の電極パターンとなる部分にも伝達され、電極端子近傍の金属
細線が目的とする線幅よりも太くなるという問題があった。
【００６３】
　即ち、本発明のように電極端子６０Ａ（６０Ｂ）の透過率又は開口率を設定することで
、露光により電極端子となる部分に大量の光が照射されることがなくなり、センシング領
域の電極端子近傍の金属細線が目的とする線幅よりも太くなってしまうのを防ぐことがで
きる。
【００６４】
　次に、第１導電シート１２Ａや第２導電シート１２Ｂを製造する方法について説明する
。
【００６５】
　第１導電シート１２Ａや第２導電シート１２Ｂを製造する場合は、例えば第１透明基体
１４Ａ上及び第２透明基体１４Ｂ上に感光性ハロゲン化銀塩を含有する乳剤層を有する感
光材料を露光し、現像処理を施すことによって、露光部及び未露光部にそれぞれ金属銀部
（金属細線）及び光透過性部（開口領域）を形成して第１電極パターン１６Ａ及び第２電
極パターン１６Ｂを形成するようにしてもよい。なお、さらに金属銀部に物理現像及び／
又はめっき処理を施すことによって金属銀部に導電性金属を担持させるようにしてもよい
。
【００６６】
　あるいは、第１透明基体１４Ａ及び第２透明基体１４Ｂ上に形成された銅箔上のフォト
レジスト膜を露光、現像処理してレジストパターンを形成し、レジストパターンから露出
する銅箔をエッチングすることによって、第１電極パターン１６Ａ及び第２電極パターン
１６Ｂを形成するようにしてもよい。
【００６７】
　あるいは、第１透明基体１４Ａ及び第２透明基体１４Ｂ上に金属微粒子を含むペースト
を印刷し、ペーストに金属めっきを行うことによって、第１電極パターン１６Ａ及び第２
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電極パターン１６Ｂを形成するようにしてもよい。
【００６８】
　上記２つの露光による方法で第１電極パターン１６Ａ及び第２電極パターン１６Ｂを形
成する場合、本発明によりセンシング領域の電極端子近傍の金属細線が目的とする線幅よ
りも太くなってしまうのを防ぐことができるという効果もある。
【００６９】
　第１透明基体１４Ａ及び第２透明基体１４Ｂ上に、第１電極パターン１６Ａ及び第２電
極パターン１６Ｂをスクリーン印刷版又はグラビア印刷版によって印刷形成するようにし
てもよい。あるいは、第１透明基体１４Ａ及び第２透明基体１４Ｂ上に、第１電極パター
ン１６Ａ及び第２電極パターン１６Ｂをインクジェットにより形成するようにしてもよい
。
【００７０】
　図５（ｂ）に示すように、第１透明基体１４Ａの一主面に第１電極パターン１６Ａを形
成し、第１透明基体１４Ａの他主面に第２電極パターン１６Ｂを形成する場合、通常の製
法に則って、最初に一主面を露光し、その後に、他主面を露光する方法を採用すると、所
望のパターンを有する第１電極パターン１６Ａ及び第２電極パターン１６Ｂを得ることが
できない場合がある。
【００７１】
　そこで、以下に示す製造方法を好ましく採用することができる。
【００７２】
　すなわち、第１透明基体１４Ａの両面に形成された感光性ハロゲン化銀乳剤層に対して
一括露光を行って、第１透明基体１４Ａの一主面に第１電極パターン１６Ａを形成し、第
１透明基体１４Ａの他主面に第２電極パターン１６Ｂを形成する。
【００７３】
　この製造方法の具体例を説明する。
【００７４】
　最初に、長尺の感光材料を作製する。感光材料は、第１透明基体１４Ａと、第１透明基
体１４Ａの一方の主面に形成された感光性ハロゲン化銀乳剤層（以下、第１感光層という
）と、第１透明基体１４Ａの他方の主面に形成された感光性ハロゲン化銀乳剤層（以下、
第２感光層という）とを有する。
【００７５】
　次に、感光材料を露光する。この露光処理では、第１感光層に対し、第１透明基体１４
Ａに向かって光を照射して第１感光層を第１露光パターンに沿って露光する第１露光処理
と、第２感光層に対し、第１透明基体１４Ａに向かって光を照射して第２感光層を第２露
光パターンに沿って露光する第２露光処理とが行われる（両面同時露光）。
【００７６】
　例えば、長尺の感光材料を一方向に搬送しながら、第１感光層に第１光（平行光）を第
１フォトマスクを介して照射すると共に、第２感光層に第２光（平行光）を第２フォトマ
スクを介して照射する。第１光は、第１光源から出射された光を途中の第１コリメータレ
ンズにて平行光に変換されることにより得られ、第２光は、第２光源から出射された光を
途中の第２コリメータレンズにて平行光に変換されることにより得られる。
【００７７】
　上記の説明では、２つの光源（第１光源及び第２光源）を使用した場合を示しているが
、１つの光源から出射した光を光学系を介して分割して、第１光及び第２光として第１感
光層及び第２感光層に照射してもよい。
【００７８】
　次いで、露光後の感光材料を現像処理することで、例えば図４（ｂ）に示すように、タ
ッチパネル用導電性シート１０が作製される。タッチパネル用導電性シート１０は、第１
透明基体１４Ａと、第１透明基体１４Ａの一方の主面に形成された第１露光パターンに沿
った第１電極パターン１６Ａと、第１透明基体１４Ａの他方の主面に形成された第２露光
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パターンに沿った第２電極パターン１６Ｂとを有する。なお、第１感光層及び第２感光層
の露光時間及び現像時間は、第１光源及び第２光源の種類や現像液の種類等で様々に変化
するため、好ましい数値範囲は一概に決定することができないが、現像率が１００％とな
る露光時間及び現像時間に調整されている。
【００７９】
　そして、本実施の形態の製造方法では、第１露光処理は、第１感光層上に第１フォトマ
スクを例えば密着配置し、該第１フォトマスクに対向して配置された第１光源から第１フ
ォトマスクに向かって第１光を照射することで、第１感光層を露光する。第１フォトマス
クは、透明なソーダガラスで形成されたガラス基板と、該ガラス基板上に形成されたマス
クパターン（第１露光パターン）とで構成されている。したがって、この第１露光処理に
よって、第１感光層のうち、第１フォトマスクに形成された第１露光パターンに沿った部
分が露光される。第１感光層と第１フォトマスク１４６ａとの間に２μｍ以上１０μｍ以
下程度の隙間を設けてもよい。
【００８０】
　同様に、第２露光処理は、第２感光層上に第２フォトマスクを例えば密着配置し、該第
２フォトマスクに対向して配置された第２光源から第２フォトマスクに向かって第２光を
照射することで、第２感光層を露光する。第２フォトマスクは、第１フォトマスクと同様
に、透明なソーダガラスで形成されたガラス基板と、該ガラス基板上に形成されたマスク
パターン（第２露光パターン）とで構成されている。したがって、この第２露光処理によ
って、第２感光層のうち、第２フォトマスクに形成された第２露光パターンに沿った部分
が露光される。この場合、第２感光層と第２フォトマスクとの間に２μｍ以上１０μｍ以
下程度の隙間を設けてもよい。
【００８１】
　第１露光処理及び第２露光処理は、第１光源からの第１光の出射タイミングと、第２光
源からの第２光の出射タイミングを同時にしてもよいし、異ならせてもよい。同時であれ
ば、１度の露光処理で、第１感光層及び第２感光層を同時に露光することができ、処理時
間の短縮化を図ることができる。
【００８２】
　次に、本実施の形態に係る第１導電シート１２Ａ及び第２導電シート１２Ｂにおいて、
特に好ましい態様であるハロゲン化銀写真感光材料を用いる方法を中心にして述べる。
【００８３】
　本実施の形態に係る第１導電シート１２Ａ及び第２導電シート１２Ｂの製造方法は、感
光材料と現像処理の形態によって、次の３通りの形態が含まれる。
【００８４】
　（１）　物理現像核を含まない感光性ハロゲン化銀黒白感光材料を化学現像又は熱現像
して金属銀部を該感光材料上に形成させる態様。
【００８５】
　（２）　物理現像核をハロゲン化銀乳剤層中に含む感光性ハロゲン化銀黒白感光材料を
溶解物理現像して金属銀部を該感光材料上に形成させる態様。
【００８６】
　（３）　物理現像核を含まない感光性ハロゲン化銀黒白感光材料と、物理現像核を含む
非感光性層を有する受像シートを重ね合わせて拡散転写現像して金属銀部を非感光性受像
シート上に形成させる態様。
【００８７】
　上記（１）の態様は、一体型黒白現像タイプであり、感光材料上に光透過性導電膜等の
透光性導電性膜が形成される。得られる現像銀は化学現像銀又は熱現像銀であり、高比表
面のフィラメントである点で後続するめっき又は物理現像過程で活性が高い。
【００８８】
　上記（２）の態様は、露光部では、物理現像核近縁のハロゲン化銀粒子が溶解されて現
像核上に沈積することによって感光材料上に光透過性導電性膜等の透光性導電性膜が形成
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される。これも一体型黒白現像タイプである。現像作用が、物理現像核上への析出である
ので高活性であるが、現像銀は比表面の小さい球形である。
【００８９】
　上記（３）の態様は、未露光部においてハロゲン化銀粒子が溶解されて拡散して受像シ
ート上の現像核上に沈積することによって受像シート上に光透過性導電性膜等の透光性導
電性膜が形成される。いわゆるセパレートタイプであって、受像シートを感光材料から剥
離して用いる態様である。
【００９０】
　いずれの態様もネガ型現像処理及び反転現像処理のいずれの現像を選択することもでき
る（拡散転写方式の場合は、感光材料としてオートポジ型感光材料を用いることによって
ネガ型現像処理が可能となる）。
【００９１】
　ここで、本実施の形態に係る第１導電シート１２Ａ及び第２導電シート１２Ｂの各層の
構成について、以下に詳細に説明する。
【００９２】
　［第１透明基体１４Ａ、第２透明基体１４Ｂ］
　第１透明基体１４Ａ及び第２透明基体１４Ｂとしては、プラスチックフィルム、プラス
チック板、ガラス板等を挙げることができる。特に、光透過性や加工性等の観点から、Ｐ
ＥＴが好ましい。
【００９３】
　［銀塩乳剤層］
　第１導電シート１２Ａの第１電極パターン１６Ａ及び第２導電シート１２Ｂの第２電極
パターン１６Ｂとなる銀塩乳剤層は、銀塩とバインダーの他、溶媒や染料等の添加剤を含
有する。
【００９４】
　本実施の形態に用いられる銀塩としては、ハロゲン化銀等の無機銀塩及び酢酸銀等の有
機銀塩が挙げられる。本実施の形態においては、光センサーとしての特性に優れるハロゲ
ン化銀を用いることが好ましい。
【００９５】
　銀塩乳剤層の塗布銀量（銀塩の塗布量）は、銀に換算して１ｇ／ｍ２以上３０ｇ／ｍ２

以下が好ましく、１ｇ／ｍ２以上２５ｇ／ｍ２以下がより好ましく、５ｇ／ｍ２以上２０
ｇ／ｍ２以下がさらに好ましい。この塗布銀量を上記範囲とすることで、タッチパネル用
導電シート１０とした場合に所望の表面抵抗を得ることができる。
【００９６】
　本実施の形態に用いられるバインダーとしては、例えば、ゼラチン、ポリビニルアルコ
ール（ＰＶＡ）、ポリビニルピロリドン（ＰＶＰ）、澱粉等の多糖類、セルロース及びそ
の誘導体、ポリエチレンオキサイド、ポリビニルアミン、キトサン、ポリリジン、ポリア
クリル酸、ポリアルギン酸、ポリヒアルロン酸、カルボキシセルロース等が挙げられる。
これらは、官能基のイオン性によって中性、陰イオン性、陽イオン性の性質を有する。
【００９７】
　本実施の形態の銀塩乳剤層中に含有されるバインダーの含有量は、特に限定されず、分
散性と密着性を発揮し得る範囲で適宜決定することができる。銀塩乳剤層中のバインダー
の含有量は、銀／バインダー体積比で１／４以上が好ましく、１／２以上がより好ましい
。銀／バインダー体積比は、１００／１以下が好ましく、５０／１以下がより好ましい。
また、銀／バインダー体積比は１／１以上４／１以下であることがさらに好ましい。１／
１～３／１であることが最も好ましい。銀塩乳剤層中の銀／バインダー体積比をこの範囲
にすることで、塗布銀量を調整した場合でも抵抗値のばらつきを抑制し、均一な表面抵抗
を有するタッチパネル用導電シートを得ることができる。なお、銀／バインダー体積比は
、原料のハロゲン化銀量／バインダー量（重量比）を銀量／バインダー量（重量比）に変
換し、さらに、銀量／バインダー量（重量比）を銀量／バインダー量（体積比）に変換す
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ることで求めることができる。
【００９８】
　＜溶媒＞
　銀塩乳剤層の形成に用いられる溶媒は、特に限定されるものではないが、例えば、水、
有機溶媒（例えば、メタノール等のアルコール類、アセトン等のケトン類、ホルムアミド
等のアミド類、ジメチルスルホキシド等のスルホキシド類、酢酸エチル等のエステル類、
エーテル類等）、イオン性液体、及びこれらの混合溶媒を挙げることができる。
【００９９】
　本実施の形態の銀塩乳剤層に用いられる溶媒の含有量は、銀塩乳剤層に含まれる銀塩、
バインダー等の合計の質量に対して３０～９０質量％の範囲であり、５０～８０質量％の
範囲であることが好ましい。
【０１００】
　＜その他の添加剤＞
　本実施の形態に用いられる各種添加剤に関しては、特に制限はなく、公知のものを好ま
しく用いることができる。
【０１０１】
　［その他の層構成］
　銀塩乳剤層の上に図示しない保護層を設けてもよい。本実施の形態において「保護層」
とは、ゼラチンや高分子ポリマーといったバインダーからなる層を意味し、擦り傷防止や
力学特性を改良する効果を発現するために感光性を有する銀塩乳剤層上に形成される。そ
の厚みは０．５μｍ以下が好ましい。保護層の塗布方法及び形成方法は特に限定されず、
公知の塗布方法及び形成方法を適宜選択することができる。また、銀塩乳剤層よりも下に
、例えば下塗り層を設けることもできる。
【０１０２】
　次に、第１導電シート１２Ａ及び第２導電シート１２Ｂの作製方法の各工程について説
明する。
【０１０３】
　［露光］
　本実施の形態では、第１電極パターン１６Ａ及び第２電極パターン１６Ｂを印刷方式に
よって施す場合を含むが、印刷方式以外は、第１電極パターン１６Ａ及び第２電極パター
ン１６Ｂを露光と現像等によって形成する。すなわち、第１透明基体１４Ａ及び第２透明
基体１４Ｂ上に設けられた銀塩含有層を有する感光材料又はフォトリソグラフィ用フォト
ポリマーを塗工した感光材料への露光を行う。露光は、電磁波を用いて行うことができる
。電磁波としては、例えば、可視光線、紫外線等の光、Ｘ線等の放射線等が挙げられる。
さらに露光には波長分布を有する光源を利用してもよく、特定の波長の光源を用いてもよ
い。
【０１０４】
　露光方法に関しては、ガラスマスクを介した方法やレーザー描画によるパターン露光方
式が好ましい。
【０１０５】
　［現像処理］
　本実施の形態では、乳剤層を露光した後、さらに現像処理が行われる。現像処理は、銀
塩写真フイルムや印画紙、印刷製版用フイルム、フォトマスク用エマルジョンマスク等に
用いられる通常の現像処理の技術を用いることができる。
【０１０６】
　本実施の形態での現像処理は、未露光部分の銀塩を除去して安定化させる目的で行われ
る定着処理を含むことができる。本発明における定着処理は、銀塩写真フイルムや印画紙
、印刷製版用フイルム、フォトマスク用エマルジョンマスク等に用いられる定着処理の技
術を用いることができる。
【０１０７】
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　現像、定着処理を施した感光材料は、硬膜処理、水洗処理や安定化処理を施されるのが
好ましい。
【０１０８】
　現像処理後の露光部に含まれる金属銀の質量は、露光前の露光部に含まれていた銀の質
量に対して５０質量％以上の含有率であることが好ましく、８０質量％以上であることが
さらに好ましい。露光部に含まれる銀の質量が露光前の露光部に含まれていた銀の質量に
対して５０質量％以上であれば、高い導電性を得ることができるため好ましい。
【０１０９】
　以上の工程を経て導電シートは得られるが、得られた導電シートの表面抵抗は１００オ
ーム／ｓｑ．以下が好ましく、８０オーム／ｓｑ．以下がより好ましく、６０オーム／ｓ
ｑ．以下がさらに好ましく、４０オーム／ｓｑ．以下がよりさらに好ましい。表面抵抗の
下限値は、低ければ低いほどよいが、一般的には０．０１オーム／ｓｑ．であれば十分で
あり、０．１オーム／ｓｑ．や１オーム／ｓｑ．であっても用途によっては使用可能であ
る。
【０１１０】
　このような範囲に表面抵抗を調整することで、面積が１０ｃｍ×１０ｃｍ以上の大型の
タッチパネルでも位置検出を行うことができる。また、現像処理後の導電シートに対して
は、さらにカレンダー処理や蒸気処理などの導電性向上処理を行ってもよく、カレンダー
処理により所望の表面抵抗に調整することができる。
【０１１１】
　［物理現像及びめっき処理］
　本実施の形態では、前記露光及び現像処理により形成された金属銀部の導電性を向上さ
せる目的で、前記金属銀部に導電性金属粒子を担持させるための物理現像及び／又はめっ
き処理を行ってもよい。本発明では物理現像又はめっき処理のいずれか一方のみで導電性
金属粒子を金属性銀部に担持させてもよく、物理現像とめっき処理とを組み合わせて導電
性金属粒子を金属銀部に担持させてもよい。なお、金属銀部に物理現像及び／又はめっき
処理を施したものを含めて「導電性金属部」と称する。
【０１１２】
　［酸化処理］
　本実施の形態では、現像処理後の金属銀部、並びに、物理現像及び／又はめっき処理に
よって形成された導電性金属部には、酸化処理を施すことが好ましい。酸化処理を行うこ
とにより、例えば、光透過性部に金属が僅かに沈着していた場合に、該金属を除去し、光
透過性部の透過性をほぼ１００％にすることができる。
【０１１３】
　［電極パターン］
　本実施の形態の第１電極パターン１６Ａ及び第２電極パターン１６Ｂの金属細線の線幅
は、３０μｍ以下から選択可能であるが、タッチパネルの材料としての用途である場合、
金属細線の線幅の下限値は０．７μｍが好ましく、１μｍがより好ましく、２μｍがさら
に好ましい。金属細線の線幅の上限値は１５μｍが好ましく、９μｍがより好ましく、７
μｍがさらに好ましい。
【０１１４】
　従来の電極端子は高い導電性を備えるために太い端子（ベタ端子）となっており、露光
により電極端子となる部分には大量の光が照射される。電極パターンの線幅は上述のよう
に非常に小さく、その大量の光の影響を受けることがある。特に、線幅が９μｍ以下、さ
らには７μｍ以下となる場合には、その影響が顕著となり、電極端子近傍の金属細線が目
的とする線幅よりも太くなるという問題があった。
【０１１５】
　線間隔（格子ピッチ）は１００μｍ以上４００μｍ以下であることが好ましく、さらに
好ましくは２００μｍ以上３００μｍ以下である。また、金属細線は、アース接続等の目
的においては、２００μｍより広い部分を有していてもよい。
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【０１１６】
　［光透過性部］
　本実施の形態における「光透過性部」とは、第１導電シート１２Ａ及び第２導電シート
１２Ｂのうち第１電極パターン１６Ａ及び第２電極パターン１６Ｂ以外の透光性を有する
部分を意味する。光透過性部における透過率は、前述のとおり、第１透明基体１４Ａ及び
第２透明基体１４Ｂの光吸収及び反射の寄与を除いた３８０～７８０ｎｍの波長領域にお
ける透過率の最小値で示される透過率が８３％以上、好ましくは８５％以上、さらに好ま
しくは９０％以上であり、さらにより好ましくは９３％以上であり、最も好ましくは９９
％以上である。
【０１１７】
　［第１導電シート１２Ａ及び第２導電シート１２Ｂ］
　本実施の形態に係る第１導電シート１２Ａ及び第２導電シート１２Ｂにおける第１透明
基体１４Ａ及び第２透明基体１４Ｂの厚さは、５μｍ以上３５０μｍ以下であることが好
ましく、３０μｍ以上１５０μｍ以下であることがさらに好ましい。５μｍ以上３５０μ
ｍ以下の範囲であれば所望の可視光の透過率が得られ、且つ、取り扱いも容易である。
【０１１８】
　第１透明基体１４Ａ及び第２透明基体１４Ｂ上に設けられる金属銀部の厚さは、第１透
明基体１４Ａ及び第２透明基体１４Ｂ上に塗布される銀塩含有層用塗料の塗布厚みに応じ
て適宜決定することができる。金属銀部の厚さは、０．００１ｍｍ以上０．２ｍｍ以下か
ら選択可能であるが、３０μｍ以下であることが好ましく、２０μｍ以下であることがよ
り好ましく、０．０１μｍ以上９μｍ以下であることがさらに好ましく、０．０５μｍ以
上５μｍ以下であることが最も好ましい。また、金属銀部はパターン状であることが好ま
しい。金属銀部は１層でもよく、２層以上の重層構成であってもよい。金属銀部がパター
ン状であり、且つ、２層以上の重層構成である場合、異なる波長に感光できるように、異
なる感色性を付与することができる。これにより、露光波長を変えて露光すると、各層に
おいて異なるパターンを形成することができる。
【０１１９】
　導電性金属部の厚さは、タッチパネルの用途としては、薄いほど表示パネルの視野角が
広がるため好ましく、視認性の向上の点でも薄膜化が要求される。このような観点から、
導電性金属部に担持された導電性金属からなる層の厚さは、９μｍ未満であることが好ま
しく、０．１μｍ以上５μｍ未満であることがより好ましく、０．１μｍ以上３μｍ未満
であることがさらに好ましい。
【０１２０】
　本実施の形態では、上述した銀塩含有層の塗布厚みをコントロールすることにより所望
の厚さの金属銀部を形成し、さらに物理現像及び／又はめっき処理により導電性金属粒子
からなる層の厚みを自在にコントロールできるため、５μｍ未満、好ましくは３μｍ未満
の厚みを有する第１導電シート１２Ａ及び第２導電シート１２Ｂであっても容易に形成す
ることができる。
【０１２１】
　本発明に係る導電シート及びタッチパネルは、上述の実施の形態に限らず、本発明の要
旨を逸脱することなく、種々の構成を採り得ることはもちろんである。また、特開2011-1
13149、特開2011-129501、特開2011-129112、特開2011-134311、特開2011-175628などに
開示の技術と適宜組み合わせて使用することができる。
【実施例】
【０１２２】
　以下に、本発明の実施例を挙げて本発明をさらに具体的に説明する。なお、以下の実施
例に示される材料、使用量、割合、処理内容、処理手順等は、本発明の趣旨を逸脱しない
限り適宜変更することができる。したがって、本発明の範囲は以下に示す具体例により限
定的に解釈されるべきものではない。
【０１２３】
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　サンプルに係る積層導電性シートについて、透過率又は開口率を測定し、視認性を評価
した。
【０１２４】
　（ハロゲン化銀感光材料）
　水媒体中のＡｇ１５０ｇに対してゼラチン１０．０ｇを含む、球相当径平均０．１μｍ
の沃臭塩化銀粒子（Ｉ＝０．２モル％、Ｂｒ＝４０モル％）を含有する乳剤を調製した。
【０１２５】
　また、この乳剤中にはＫ３Ｒｈ２Ｂｒ９及びＫ２ＩｒＣｌ６を濃度が１０－７（モル／
モル銀）になるように添加し、臭化銀粒子にＲｈイオンとＩｒイオンをドープした。この
乳剤にＮａ２ＰｄＣｌ４を添加し、さらに塩化金酸とチオ硫酸ナトリウムを用いて金硫黄
増感を行った後、ゼラチン硬膜剤と共に、銀の塗布量が１０ｇ／ｍ２となるように第１透
明基体１２Ａ及び第２透明基体１２Ｂ（ここでは、共にポリエチレンテレフタレート（Ｐ
ＥＴ））上に塗布した。この際、Ａｇ／ゼラチン体積比は２／１とした。
【０１２６】
　幅３０ｃｍのＰＥＴ支持体に２５ｃｍの幅で２０ｍ分塗布を行い、塗布の中央部２４ｃ
ｍを残すように両端を３ｃｍずつ切り落としてロール状のハロゲン化銀感光材料を得た。
【０１２７】
　（露光）
　露光のパターンは、第１導電シート１２Ａについては図１及び図３（ａ）に示すパター
ンで、第２導電シート１２Ｂについては図４及び図６（ｂ）に示すパターンで、Ａ４サイ
ズ（２１０ｍｍ×２９７ｍｍ）の第１透明基体１４Ａ及び第２透明基体１４Ｂに行った。
露光は上記パターンのフォトマスクを介して高圧水銀ランプを光源とした平行光を用いて
露光した。なお、第１導電シート１２Ａ及び第２導電シート１２Ｂの電極端子６０Ａ及び
電極端子６０Ｂは、図１～３に示した全てのパターンでそれぞれサンプルを作成した。
【０１２８】
　（現像処理）
　・現像液１Ｌ処方
　　　ハイドロキノン　　　　　　　　　　　　２０　ｇ
　　　亜硫酸ナトリウム　　　　　　　　　　　５０　ｇ
　　　炭酸カリウム　　　　　　　　　　　　　４０　ｇ
　　　エチレンジアミン・四酢酸　　　　　　　　２　ｇ
　　　臭化カリウム　　　　　　　　　　　　　　３　ｇ
　　　ポリエチレングリコール２０００　　　　　１　ｇ
　　　水酸化カリウム　　　　　　　　　　　　　４　ｇ
　　　ｐＨ　　　　　　　　　　　　　　１０．３に調整
　・定着液１Ｌ処方
　　　チオ硫酸アンモニウム液（７５％）　　３００　ｍｌ
　　　亜硫酸アンモニウム・１水塩　　　　　　２５　ｇ
　　　１，３－ジアミノプロパン・四酢酸　　　　８　ｇ
　　　酢酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　５　ｇ
　　　アンモニア水（２７％）　　　　　　　　　１　ｇ
　　　ｐＨ　　　　　　　　　　　　　　　６．２に調整
　上記処理剤を用いて露光済み感材を、富士フイルム社製自動現像機　ＦＧ－７１０ＰＴ
Ｓを用いて処理条件：現像３５℃　３０秒、定着３４℃　２３秒、水洗　流水（５Ｌ／分
）の２０秒処理で行った。
【０１２９】
　［実験１］
　（サンプル１－１）実施例
　作製した第１導電シート１２Ａ及び第２導電シート１２Ｂの導電部（第１電極パターン
１６Ａ、第２電極パターン１６Ｂ）の透過度は８３％である。作製した第１導電シート１
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２Ａ及び第２導電シート１２Ｂの電極端子６０Ａ及び電極端子６０Ｂは図１のパターンで
あり、透過度は６３％である。
【０１３０】
　（サンプル１－２）実施例
　作製した第１導電シート１２Ａ及び第２導電シート１２Ｂの電極端子６０Ａ及び電極端
子６０Ｂの透過度を８０％とした点以外は、サンプル１－１と同様にした。
【０１３１】
　（サンプル１－３）比較例
　作製した第１導電シート１２Ａ及び第２導電シート１２Ｂの電極端子６０Ａ及び電極端
子６０Ｂの透過度を６０％とした点以外は、サンプル１－１と同様にした。
【０１３２】
　（サンプル１－４）比較例
　作製した第１導電シート１２Ａ及び第２導電シート１２Ｂの電極端子６０Ａ及び電極端
子６０Ｂの透過度を８３％とした点以外は、サンプル１－１と同様にした。
【０１３３】
　（サンプル１－５）実施例
　作製した第１導電シート１２Ａ及び第２導電シート１２Ｂの導電部（第１電極パターン
１６Ａ、第２電極パターン１６Ｂ）の透過度は９０％である。作製した第１導電シート１
２Ａ及び第２導電シート１２Ｂの電極端子６０Ａ及び電極端子６０Ｂは図１のパターンで
あり、透過度は７０％である。
【０１３４】
　（サンプル１－６）実施例
　作製した第１導電シート１２Ａ及び第２導電シート１２Ｂの電極端子６０Ａ及び電極端
子６０Ｂの透過度を８７％とした点以外は、サンプル１－５と同様にした。
【０１３５】
　（サンプル１－７）比較例
　作製した第１導電シート１２Ａ及び第２導電シート１２Ｂの電極端子６０Ａ及び電極端
子６０Ｂの透過度を６７％とした点以外は、サンプル１－５と同様にした。
【０１３６】
　（サンプル１－８）比較例
　作製した第１導電シート１２Ａ及び第２導電シート１２Ｂの電極端子６０Ａ及び電極端
子６０Ｂの透過度を９０％とした点以外は、サンプル１－５と同様にした。
【０１３７】
　（サンプル１－９）実施例
　作製した第１導電シート１２Ａ及び第２導電シート１２Ｂの導電部（第１電極パターン
１６Ａ、第２電極パターン１６Ｂ）の透過度は８３％である。作製した第１導電シート１
２Ａ及び第２導電シート１２Ｂの電極端子６０Ａ及び電極端子６０Ｂは図２のパターンで
あり、透過度は６３％である。
【０１３８】
　（サンプル１－１０）実施例
　作製した第１導電シート１２Ａ及び第２導電シート１２Ｂの電極端子６０Ａ及び電極端
子６０Ｂの透過度を８０％とした点以外は、サンプル１－９と同様にした。
【０１３９】
　（サンプル１－１１）比較例
　作製した第１導電シート１２Ａ及び第２導電シート１２Ｂの電極端子６０Ａ及び電極端
子６０Ｂの透過度を６０％とした点以外は、サンプル１－９と同様にした。
【０１４０】
　（サンプル１－１２）比較例
　作製した第１導電シート１２Ａ及び第２導電シート１２Ｂの電極端子６０Ａ及び電極端
子６０Ｂの透過度を８３％とした点以外は、サンプル１－９と同様にした。
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【０１４１】
　（サンプル１－１３）実施例
　作製した第１導電シート１２Ａ及び第２導電シート１２Ｂの導電部（第１電極パターン
１６Ａ、第２電極パターン１６Ｂ）の透過度は８３％である。作製した第１導電シート１
２Ａ及び第２導電シート１２Ｂの電極端子６０Ａ及び電極端子６０Ｂは図３のパターンで
あり、透過度は６３％である。
【０１４２】
　（サンプル１－１４）実施例
　作製した第１導電シート１２Ａ及び第２導電シート１２Ｂの電極端子６０Ａ及び電極端
子６０Ｂの透過度を８０％とした点以外は、サンプル１－１３と同様にした。
【０１４３】
　（サンプル１－１５）比較例
　作製した第１導電シート１２Ａ及び第２導電シート１２Ｂの電極端子６０Ａ及び電極端
子６０Ｂの透過度を６０％とした点以外は、サンプル１－７と同様にした。
【０１４４】
　（サンプル１－１６）比較例
　作製した第１導電シート１２Ａ及び第２導電シート１２Ｂの電極端子６０Ａ及び電極端
子６０Ｂの透過度を８３％とした点以外は、サンプル１－１３と同様にした。
【０１４５】
　＜透過率の測定＞
　第１導電シート１２Ａ及び第２導電シート１２Ｂを、測光機を用いて全光線透過率を測
定した。測光機は、東京電色社製のＴＣ－ＨIIIＤＰＫを用いて計測した。
【０１４６】
　＜視認性の評価＞
　上述したサンプルに係る積層導電性シートを用いてそれぞれ投影型静電容量方式のタッ
チパネルを作製した。タッチパネルを回転盤に設置し、液晶表示装置を駆動して白色を表
示させた際に、センシング領域の電極端子近傍において影（暗くなる部分）が確認できる
かどうかを肉眼で確認した。
【０１４７】
　視認性が優れるものをＡ、視認性が良好なものをＢ、実用上視認性に影響しないものを
Ｃ、視認性が悪いものをＤと評価した。
【０１４８】
　＜反応速度の評価＞
　反応速度が優れるものをＡ、反応速度が良好なものをＢ、実用性上応答速度で問題にな
らないものをＣ、応答速度が遅く検出感度が悪いものをＤと評価した。
【０１４９】
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【表１】

【０１５０】
　＜結果１＞
　表１からわかるように、サンプル１－１～１６のうち本発明に係る透過度の範囲にある
ものにおいては、視認性が良好であった。また、サンプル１－１～１６のうち本発明に係
る透過度の範囲にあるものにおいては、タッチパネルを指で触れて操作したところ、応答
速度が速く、検出感度に優れることがわかった。また２点以上をタッチして操作したとこ
ろ、同様に良好な結果が得られ、マルチタッチにも対応できることが確認できた。
【０１５１】
　［実験２］
　（サンプル２－１）実施例
　作製した第１導電シート１２Ａ及び第２導電シート１２Ｂの導電部（第１電極パターン
１６Ａ、第２電極パターン１６Ｂ）の開口率は９０％である。作製した第１導電シート１
２Ａ及び第２導電シート１２Ｂの電極端子６０Ａ及び電極端子６０Ｂは図５のパターンで
あり、開口率は７０％である。
【０１５２】
　（サンプル２－２）実施例
　作製した第１導電シート１２Ａ及び第２導電シート１２Ｂの電極端子６０Ａ及び電極端
子６０Ｂの開口率を８９．９％とした点以外は、サンプル２－１と同様にした。
【０１５３】
　（サンプル２－３）比較例
　作製した第１導電シート１２Ａ及び第２導電シート１２Ｂの電極端子６０Ａ及び電極端
子６０Ｂの開口率を６８％とした点以外は、サンプル２－１と同様にした。
【０１５４】
　（サンプル２－４）比較例
　作製した第１導電シート１２Ａ及び第２導電シート１２Ｂの電極端子６０Ａ及び電極端
子６０Ｂの透過度を９０％とした点以外は、サンプル２－１と同様にした。
【０１５５】
　（サンプル２－５）実施例
　作製した第１導電シート１２Ａ及び第２導電シート１２Ｂの導電部（第１電極パターン
１６Ａ、第２電極パターン１６Ｂ）の開口率は９７％である。作製した第１導電シート１
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２Ａ及び第２導電シート１２Ｂの電極端子６０Ａ及び電極端子６０Ｂは図５のパターンで
あり、開口率は７７％である。
【０１５６】
　（サンプル２－６）実施例
　作製した第１導電シート１２Ａ及び第２導電シート１２Ｂの電極端子６０Ａ及び電極端
子６０Ｂの開口率を９６．９％とした点以外は、サンプル２－５と同様にした。
【０１５７】
　（サンプル２－７）比較例
　作製した第１導電シート１２Ａ及び第２導電シート１２Ｂの電極端子６０Ａ及び電極端
子６０Ｂの開口率を７５％とした点以外は、サンプル２－５と同様にした。
【０１５８】
　（サンプル２－８）比較例
　作製した第１導電シート１２Ａ及び第２導電シート１２Ｂの電極端子６０Ａ及び電極端
子６０Ｂの開口率を９７％とした点以外は、サンプル２－５と同様にした。
【０１５９】
　（サンプル２－９）実施例
　作製した第１導電シート１２Ａ及び第２導電シート１２Ｂの導電部（第１電極パターン
１６Ａ、第２電極パターン１６Ｂ）の開口率は９０％である。作製した第１導電シート１
２Ａ及び第２導電シート１２Ｂの電極端子６０Ａ及び電極端子６０Ｂは図６のパターンで
あり、開口率は７０％である。
【０１６０】
　（サンプル２－１０）実施例
　作製した第１導電シート１２Ａ及び第２導電シート１２Ｂの電極端子６０Ａ及び電極端
子６０Ｂの開口率を８９．９％とした点以外は、サンプル２－９と同様にした。
【０１６１】
　（サンプル２－１１）比較例
　作製した第１導電シート１２Ａ及び第２導電シート１２Ｂの電極端子６０Ａ及び電極端
子６０Ｂの開口率を６８％とした点以外は、サンプル２－９と同様にした。
【０１６２】
　（サンプル２－１２）比較例
　作製した第１導電シート１２Ａ及び第２導電シート１２Ｂの電極端子６０Ａ及び電極端
子６０Ｂの透過度を９０％とした点以外は、サンプル２－９と同様にした。
【０１６３】
　（サンプル２－１３）実施例
　作製した第１導電シート１２Ａ及び第２導電シート１２Ｂの導電部（第１電極パターン
１６Ａ、第２電極パターン１６Ｂ）の開口率は９０％である。作製した第１導電シート１
２Ａ及び第２導電シート１２Ｂの電極端子６０Ａ及び電極端子６０Ｂは図７のパターンで
あり、開口率は７０％である。
【０１６４】
　（サンプル２－１０）実施例
　作製した第１導電シート１２Ａ及び第２導電シート１２Ｂの電極端子６０Ａ及び電極端
子６０Ｂの開口率を８９．９％とした点以外は、サンプル２－１３と同様にした。
【０１６５】
　（サンプル２－１１）比較例
　作製した第１導電シート１２Ａ及び第２導電シート１２Ｂの電極端子６０Ａ及び電極端
子６０Ｂの開口率を６８％とした点以外は、サンプル２－１３と同様にした。
【０１６６】
　（サンプル２－１２）比較例
　作製した第１導電シート１２Ａ及び第２導電シート１２Ｂの電極端子６０Ａ及び電極端
子６０Ｂの透過度を９０％とした点以外は、サンプル２－１３と同様にした。
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【０１６７】
　＜開口率の測定＞
　第１導電シート１２Ａ及び第２導電シート１２Ｂを、キーエンス社製のマイクロスコー
プＶＨＸ－２００を用い、３０００倍の条件で計測した。
【０１６８】
　＜視認性の評価＞
　上述したサンプルに係る積層導電性シートを用いてそれぞれ投影型静電容量方式のタッ
チパネルを作製した。タッチパネルを回転盤に設置し、液晶表示装置を駆動して白色を表
示させた際に、センシング領域の電極端子近傍において影（暗くなる部分）が確認できる
かどうかを肉眼で確認した。
【０１６９】
　視認性が優れるものをＡ，視認性が良好なものをＢ、実用上視認性に影響しないものを
Ｃ、視認性が悪いものをＤと評価した。
【０１７０】
　＜反応速度の評価＞
　反応速度が優れるものをＡ、反応速度が良好なものをＢ、実用性上応答速度で問題にな
らないものをＣ、応答速度が遅く検出感度が悪いものをＤと評価した。
【０１７１】
【表２】

【０１７２】
　＜結果２＞
　表２からわかるように、サンプル２－１～１６のうち本発明に係る開口率の範囲にある
ものにおいては、視認性が良好であった。また、サンプル２－１～１６のうち本発明に係
る開口率の範囲にあるものにおいては、タッチパネルを指で触れて操作したところ、応答
速度が速く、検出感度に優れることがわかった。また２点以上をタッチして操作したとこ
ろ、同様に良好な結果
が得られ、マルチタッチにも対応できることが確認できた。
【０１７３】
　本発明に係る導電シート及びタッチパネルは、上述の実施の形態に限らず、本発明の要
旨を逸脱することなく、種々の構成を採り得ることはもちろんである。
【符号の説明】
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【０１７４】
　１０…（タッチパネル用）導電シート、１２Ａ…（第１）導電シート、１２Ｂ…（第２
）導電シート、１４Ａ…（第１）透明基体、１４Ｂ…（第２）透明基体、１６Ａ…（第１
）電極パターン、１６Ｂ…（第２）電極パターン、１８Ａ…（第１）導電パターン、１８
Ｂ…（第２）導電パターン、２０Ａ…（第１）非導電パターン、２０Ｂ…（第２）非導電
パターン、２２Ａ…断線部、２２Ｂ…断線部、２４Ａ…格子、２４Ｂ…格子、６０Ａ…（
第１）電極端子、６０Ｂ…（第２）電極端子、６２Ａ…（第１）外部配線、６２Ｂ…（第
２）外部配線、６４…枠形状、６６…メッシュ形状、６８…格子、７０…組合せパターン

【図１】

【図２】

【図３】
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